
i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

　
平
成
30
年
伊
万
里
市
議
会
第
１
回
臨
時
会
が
、
２
月
21

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
一
般
議
案

２
件
、
予
算
議
案
１
件
、
報
告
２
件
の
審
議
が
行
わ
れ
た

結
果
、
提
出
議
案
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
ま
た
は

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
）

　
第
90
回
記
念
選
抜
高
等
学
校
野

球
大
会
へ
の
出
場
が
決
定
し
た
伊

万
里
高
校
へ
の
補
助
金
な
ど
を
追

加
す
る
た
め
、
一
般
会
計
の
歳
入

歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
５
２
８
万

２
０
０
０
円
を
追
加
し
、補
正
後
の

予
算
総
額
を
２
６
９
億
９
７
３
万

９
０
０
０
円
と
し
た
も
の
で
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認
（
※
）

　
次
の
２
議
案
に
つ
い
て
は
、
前

者
を
１
月
31
日
に
、
後
者
を
２
月

７
日
に
、
そ
れ
ぞ
れ
専
決
処
分
し

た
の
で
、
議
会
の
承
認
を
受
け
た

も
の
で
す
。

▽
平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
増
額

に
伴
い
、
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
、

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
募
集
事
業
に

要
す
る
経
費
な
ど
を
増
額
し
た
も

の
で
す
。

▽
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ
と

に
つ
い
て

　
市
道
の
管
理
瑕
疵
に
起
因
す
る

自
動
車
の
損
傷
に
つ
い
て
、
相
手

方
へ
の
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
た

も
の
で
す
。

一
般
議
案

平
成
30
年
第
１
回
臨
時
会

議

会

報

告

（
※
）専
決
処
分
　
議
会
の
議
決
を

要
す
る
案
件
に
つ
い
て
、
特
に
緊
急

を
要
す
る
た
め
議
会
を
招
集
す
る

時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
場
合
な
ど
に
、
市
長
の
判

断
で
決
定（
処
分
）し
、
そ
の
後
開
か

れ
る
議
会
で
承
認
を
求
め
る
も
の

（
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
）

予
算
議
案

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

パブリックコメント案内

◆意見提出をお願いする資料
　伊万里市水道ビジョン（案）

◆意見募集期間
　４月１日（日）〜 24 日（火）

◆案の公表場所・入手先
⑴水道部管理課または情報広報課市民サービス係
⑵各町（地区）公民館または市民図書館
⑶市ホームページ  http://www.city.imari.saga.jp/

◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、

次のいずれかの方法により提出してください。

①メール　suidou-kanri@city.imari.lg.jp

②郵　便　〒 848-0027 伊万里市立花町1542 番
地１  伊万里市水道部管理課　あて

③直接提出　案の公表場所・入手先⑴または ⑵

④ファックス　㉓２１４７

◆問合先　水道部管理課管理係（　 ☎㉓５４９０）

　
水
道
は
、
市
民
生
活
の
基
盤
と

し
て
必
要
不
可
欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
で
す
。
し
か
し
、
人
口
の
減
少

や
、
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る

更
新
需
要
の
増
大
に
加
え
、
大
規

模
災
害
に
備
え
た
施
設
の
耐
震
化

な
ど
、
今
後
、
本
市
の
水
道
事
業

は
、
全
国
的
に
見
ら
れ
る
傾
向
と

伊
万
里
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

同
様
に
経
営
環
境
が
悪
化
し
て
い

く
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
市
で
は
国
の
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
水
道
事
業

が
将
来
目
指
す
べ
き
方
向
性
と
実

現
方
策
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

伊
万
里
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

を
策
定
し
ま
し
た
。
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家
庭
で
使
わ
な
く
な
っ
た
水
銀

体
温
計
や
水
銀
温
度
計
、
水
銀
血

圧
計
を
回
収
し
ま
す
。

●

回
収
場
所

　
市
役
所
、
各
町
（
地
区
）
公
民
館

●

回
収
方
法
　
購
入
時
の
箱
ま
た

は
厚
紙
の
箱
に
入
れ
、
回
収
場

所
の
『
使
用
済
み
蛍
光
灯
の
回

収
容
器
』
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

※
使
用
済
み
蛍
光
灯
・
乾
電
池
は

従
来
ど
お
り
分
別
回
収
し
ま
す
。

※
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る
も
の
は

産
業
廃
棄
物
に
該
当
す
る
た
め

回
収
で
き
ま
せ
ん
。

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

悪
臭
防
止
法
に
基
づ
く
規
制
地
域

お
よ
び
規
制
基
準
を
改
正
し
ま
す

　
国
は
、
事
業
活
動
に
伴
っ
て
発

生
す
る
悪
臭
に
つ
い
て
、
必
要
な

規
制
を
行
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
生

活
環
境
を
保
全
し
、
国
民
の
健
康

を
保
護
す
る
た
め
、
悪
臭
防
止
法

を
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
法
律
に

よ
り
、
市
は
、
悪
臭
を
防
止
す
る

必
要
が
あ
る
規
制
地
域
と
、
規
制

地
域
に
お
け
る
規
制
基
準
を
定
め

て
い
ま
す
。

　
市
内
の
工
業
団
地
の
拡
張
や
企

業
進
出
に
伴
い
、
市
に
は
悪
臭
に

関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
規
制
地
域
外

で
あ
っ
た
り
、
規
制
基
準
が
現
状

と
合
わ
な
か
っ
た
り
し
て
規
制
で

き
な
い
事
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
企
業
の
立
地
状
況
や
こ

れ
ま
で
に
寄
せ
ら
れ
た
苦
情
の
内

容
を
踏
ま
え
、
現
状
の
課
題
に
対

応
で
き
る
規
制
地
域
・
規
制
基
準

に
改
正
し
ま
す
。

●

規
制
地
域
に
つ
い
て

　
こ
れ
ま
で
規
制
を
行
っ
て
き
た

地
域
（
地
図
青
部
分
）
に
加
え

て
、
新
た
な
規
制
地
域
（
地
図

赤
部
分
）
を
設
定
し
ま
す
。

●

規
制
基
準
に
つ
い
て

　
敷
地
境
界
線
上
の
規
制
基
準
と

し
て
、
臭
気
指
数
12
を
規
制
基

準
と
し
ま
す
。

※
気
体
排
出
口
や
排
出
水
の
臭
気

も
、
こ
の
基
準
に
基
づ
い
て
決

め
ら
れ
ま
す
。

●

問
合
先

　
環
境
課
生
活
環
境
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
４
）

水
銀
体
温
計
・
水
銀
温
度
計
・

水
銀
血
圧
計
を
分
別
回
収
し
ま
す

春の交通安全県民運動

◆運動のスローガン
　守ろう交通ルール　高めよう交通マナー
◆運動の重点
▷子どもと高齢者の安全な通行の確保と高齢運転

者の交通事故防止
▷自転車の安全利用の推進
▷全ての座席のシートベルトとチャイルドシート

の正しい着用の徹底
▷飲酒運転の根絶
▷追突事故の防止
◆市内の交通事故発生状況〈３月14日現在〉
　　　　　　　　　　前年同期比
 ・人身事故　　73 件  （　− 2 件）
 ・死　　者　　  0 人  （　− 1 人）
 ・傷　　者　　99 人  （ − 22 人）

● 問合先　総務課行政係（☎㉓２１２３）

交通事故（死）ゼロを目指す日　４月10日（火）

４月６日（金）〜15日（日）

《
分
別
回
収
の
必
要
性
》

　
水
銀
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
中

で
幅
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
水
銀
は
有
害
な
物
質
で
あ

り
、
健
康
被
害
や
環
境
汚
染
を
も

た
ら
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
近
年
、
世
界
的
に
も
水
銀
の
環

境
中
へ
の
排
出
を
抑
制
す
る
動
き

が
強
ま
っ
て
お
り
、
市
で
も
、
水

銀
使
用
製
品
を
適
正
に
処
理
す
る

た
め
、
分
別
回
収
す
る
も
の
で
す
。

●

問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）
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イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

● 問合先  長寿社会課医療保険係（　 ☎㉓２１５３）

後期高齢者医療制度

平成 30 年度・31 年度の保険料率のお知らせ

後期高齢者医療制度では、法律により２年ごとに佐賀県後期高齢者医療広域連合が保険料率を決定し
ています。今回の見直しで１人当たりの医療費の増加などにより保険料率の上昇が見込まれましたが、
県財政安定化基金や剰余金の活用により、据え置くこととされました。なお、賦課限度額については
引き上げることとされました。

◆ 保険料の計算方法（平成 30 年度・31 年度分）

保険料は、被保険者１人当たりいくらと決める『均等割額』と、被保険者の所得に応じて決める『所得割額』を
合計した額です。今回の保険料率は、平成 29 年度と同じです。

◆ 所得が低い人などへの保険料の軽減

世帯内の後期高齢者医療制度の被保険者全員と世帯主の総所得金額などの合計額が次の場合は、均等割額が軽減
されます。

◆ 低所得者の所得割額軽減特例の廃止

賦課の基となる所得が 58 万円以下の人の
所得割額の軽減割合

平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

５割軽減 ２割軽減 軽減なし

年間保険料 ＝ ＋

賦課限度額 62 万円
※ 引き上げ前 57 万円

均等割額
１人当たり
51,800円

被保険者に係る基礎控除（33 万円）
後の総所得金額 × 9.88％均等割額

◆ 元被扶養者の均等割額軽減特例の見直し

『基礎控除（33 万円）』を超えない世帯で、そ
の世帯の被保険者全員の各所得（年金の場合は、
年金収入から 80 万円を差し引いた額を使用）
の合計が０円となる世帯

『基礎控除（33 万円）』を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 27.5 万円 × 被保険者数』
を超えない世帯

『基礎控除（33 万円）＋ 50 万円 × 被保険者数』
を超えない世帯

９割軽減 均等割額  　5,100円

8.5割軽減 均等割額  　7,700円

２割軽減 均等割額   41,400円

５割軽減 均等割額   25,900円

後期高齢者の資格取得直前に被用者保険（市町村国民健康保険・国保組合を除く）の被扶養者であった被保険者
の均等割額軽減特例が段階的に見直されます。なお、所得割額は引き続きかかりません。

均等割額の軽減割合
平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度

９割軽減 ７割軽減 ５割軽減

※ 被扶養者であった人が、所得の低い人の軽減措置に該当する場合、軽減割合の大きい措置が適用されます。
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お知らせします 行政評価　〜成果重視の行政運営を目指して〜

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

まちづくりの
基  本  方  向 施策名称 成果指標 めざす

方向性
平成28 年度
計 　画　 値

平成28 年度
実 　績　 値 達成度

安心で健やかな
暮らしづくり 地域福祉の充実 市民のボランティア活

動への参加 増 加 30.0% 18.3%    61.0%　×
創造的で心豊かな

ひとづくり 学校教育の推進
スクールサポーターに
よる問題行動への対応
件数

増 加 150件　 165件　  110.0%　◎
活気あふれる

産業づくり 観光の振興 観光客が市内で消費す
る額 増 加 30億円

32億
5,000万円

108.3%　◎
安全で快適な

地域づくり 港湾機能の整備 伊万里港でのコンテナ
貨物の取扱本数 増 加  37,000本  34,318本   92.8%　△

自立と協働の
まちづくり

男女協働参画社会
の形成

審議会等における女性
委員の選任率 増 加 39.0% 36.0%    92.3%　△
◎：達成度 100% 以上 　△：達成度 80 〜 99.9%　×：達成度 80% 未満

【表】平成 29 年度行政評価を行った事務事業の成果指標と達成度（抜粋）

● 問合先　企画政策課行財政改革推進室（　 ☎㉓２１２４）

◆行政評価を実施しています
　行政評価とは、市が提供する行政サービスについて

『市が行う必要があるのか』、『どのような成果があった
のか』、『かかったコストは妥当か』などの観点から自
己評価を行い、そこで明らかになった課題を次の事業
活動に生かしていくという行政経営の手法です。
　これは、市民サービスの向上と効率的な行政運営を
めざすための取り組みであり、市では第５次総合計画
後期計画の施策体系に基づき、施策・事業群・事務事
業の３階層でそれぞれ評価しています。

◆ 39 の施策を評価
　平成29 年度は、28 年度に実施したすべての施策や
事務事業について評価を行いました。また、成果指標

には、各施策に対する市民アンケートの結果などを反
映させており、市民感覚で客観性のある評価に努めま
した。

◆施策の成果について
　行政評価は、行政サービスの効果を『成果指標』で
測ります。成果指標とは、施策や事務事業の達成目標
を数値化したもので、その実績を見れば行政サービス
がどのくらい機能したのかを知ることができます。
　平成 29 年度の評価では、多くの施策で目標を達成す
ることができました。今回はその中から５つの施策を
抜粋し、成果指標とその達成度を紹介します【表】。

※詳しい内容は、市民情報コーナー（市役所１階）や市
民図書館のほか、市ホームページでも紹介しています。

入院時食事代の標準負担額が改定されました

● 問合先  長寿社会課医療保険係（　 ☎㉓２１５３）

対象者
改定前

（H30.3 まで）
改定後

（H30.4 から）

住民税課税世帯 360 円 460円

住民税非課税世帯

低所得者Ⅱ

過去１年間の入院が 90 日まで 210 円 （変更なし）

過去１年間の入院が 90 日を超える 160 円 （変更なし）

低所得者Ⅰ（※） 100 円 （変更なし）

◆入院時食事代の標準負担額（１食当たり）

（※）低所得者Ⅰ：70 歳以上の住民税非課税世帯の人で、その世帯の各所得（年金の場合は、年金収入

から 80 万円を差し引いた額を使用）の合計が０円。

入院と在宅療養の負担の公平化を図るため、４月１日から健康保険および後期高齢者医療制度の入院
時食事代の標準負担額が引き上げられました。
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固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
平

成
30
年
度
の
土
地
価
格
等
縦
覧
帳

簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
納

税
義
務
者
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
（
名
寄
帳
）
の
閲
覧
が
で
き
ま

す
。
運
転
免
許
証
な
ど
本
人
確
認

が
で
き
る
も
の
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
代
理
の
場
合
は
委

任
状
が
必
要
で
す
。

●

縦
覧
期
間

　
４
月
１
日
（
日
）
〜

７
月
２
日
（
月
）

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ

る
市
政
の
実
現
を
目
指
し
、
市
役

所
や
各
町
（
地
区
）
公
民
館
、
市

民
図
書
館
に
『
伊
万
里
っ
子
ポ
ス

ト
』
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
か
ら
の
建
設
的
な
ご
意
見
、
ご

提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
記
入
用
紙
は
伊
万
里
っ
子
ポ
ス

ト
横
に
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　
市
は
、
５
月
６
日
（
日
）
か
ら

15
日
（
火
）
ま
で
を
、
伊
万
里
を

美
し
く
す
る
市
民
運
動
『
市
民
大

清
掃
の
期
間
』
と
定
め
て
い
ま
す
。

こ
の
期
間
に
、
ふ
だ
ん
手
が
行
き
届

か
な
い
場
所
を
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

（
松
浦
町
）
に
搬
入
す
る
ご
み
は
有

料
で
す
。
ま
た
、
汚
泥
や
建
築
廃

材
、
農
機
具
、
産
業
廃
棄
物
な
ど
、

受
け
入
れ
が
で
き
な
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。

《
公
共
施
設
の
清
掃
日
》

●

期
　
日
　
５
月
13
日
（
日
）

　
４
月
か
ら
、
市
税
な
ど
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
ど
こ
か
ら
で

も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
利
用
に
は
『
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
マ

ネ
ー
』
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

詳
し
い
使
い
方
に
つ
い
て
は
ガ
イ

ド
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
左

記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
読
み
取
る
と
、
ガ
イ
ド

ペ
ー
ジ
が
表
示
さ
れ
ま
す
。

●

対
象
者

　
市
内
に
居
住
し
て
い
る
障
害
者

の
う
ち
、
自
動
車
税
の
減
免
を

受
け
て
い
な
い
在
宅
の
人
（
１

か
月
以
内
の
退
院
見
込
み
の
人

を
含
む
）
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は

２
級
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

②
療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
、
車
い
す
を
常
用
し
て
い
る
人

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
の
交
付
を
受
け

て
い
る
人

●

支
給
内
容
　

　
佐
賀
県
バ
ス
タ
ク
シ
ー
協
会
加

盟
の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
利
用

で
き
る
タ
ク
シ
ー
券
（
１
枚

５
０
０
円
）
を
年
間
に
最
高
20

枚
支
給

●

申
請
方
法

　
障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を
持
参
の

う
え
、
福
祉
課
で
申
請
（
代
理

申
請
の
場
合
は
、
本
人
と
代
理

人
の
印
鑑
が
必
要
）

●

申
請
受
付
開
始
日

　
４
月
２
日
（
月
）

●

申
請
・
問
合
先
　
福
祉
課
社
会

福
祉
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
６
）

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を

支
給
し
ま
す

ス
マ
ホ
を
使
っ
て
納
付
で
き
ま
す

　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い

場
合
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ブ
ラ

ウ
ザ
で
次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
直
接
入
力

す
る
か
、『
ヤ
フ
ー
　
ど
こ
で
も
支

払
い
』
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

　h
ttp

s
://m

o
n

e
y
.w

a
lle

t.

yah
o
o
.co

.jp
/rd

/5
ya

●

納
付
で
き
る
税
・
料

　
集
合
徴
収
市
税
（
市
県
民
税
・

固
定
資
産
税
・
国
民
健
康
保
険

税
）、
軽
自
動
車
税
、
介
護
保
険

料
、
市
営
住
宅
家
賃
、
保
育
料

※
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字

が
な
い
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

●

問
合
先
　
税
務
課
収
納
対
策
室

（
　
☎
㉓
２
１
５
２
）

伊
万
里
っ
子
ポ
ス
ト
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い

※
メ
ー
ル
で
も
提
出
で
き
ま
す
。

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　jo
u
h
o
u
@

city.im
ari.lg.jp

●

問
合
先

　
情
報
広
報
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

（
　
☎
㉓
２
１
３
３
）

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
・

課
税
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
す

春
の
市
民
大
清
掃
を
実
施
し
ま
す

●

閲
覧
期
間

　
４
月
１
日
（
日
）
か
ら
随
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

た
だ
し
、
４
月
１
日
（
日
）
は

午
前
中
の
み
閲
覧
で
き
ま
す
。

●

時
　
間

　
午
前
８
時
30
分
～午

後
５
時
15
分

●

手
数
料

　
縦
覧
期
間
中
は
無
料

●

場
所
・
問
合
先

　
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
９
）

●

さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

の
受
付
時
間

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※
５
月
の
日
曜
日
の
開
所
日
は
、

13
日
の
み
で
す
。

※
環
境
セ
ン
タ
ー
（
黒
川
町
）
に

は
持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

●

料
　
金

　
10
㌔
ま
で
80
円
、
以
後
10
㌔
ま

で
ご
と
に
80
円
加
算

●

問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

↑市役所は正面玄
関 横 に 設 置 し
ています
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小
ね
ぎ

　
一
本
の
小
ね
ぎ
が
さ
ま
ざ
ま

な
形
に
変
わ
っ
て
い
く
。
二
里
町

八
谷
搦
の
広
大
な
敷
地
に
立
ち

並
ぶ
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
。
中
で

は
小
ね
ぎ
が
び
っ
し
り
と
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
。
小
ね
ぎ
作
り

約
50
年
の
有
限
会
社
伊
万
里
グ

リ
ー
ン
フ
ァ
ー
ム
の
農
場
で
す
。

　『
土
と
水
』
に
こ
だ
わ
り
続

け
る
同
社
。
土
づ
く
り
で
は
抗

生
物
質
を
含
ま
な
い
良
質
の
鶏

糞
や
樹
木
の
皮
の
バ
ー
ク
堆
肥

を
使
用
し
、
土
壌
微
生
物
を
活

発
化
さ
せ
ま
す
。
そ
し
て
収
穫

前
に
水
を
控
え
る
こ
と
で
、
小

ね
ぎ
本
来
の
旨
み
や
糖
度
を
上

げ
、
大
腸
菌
群
が
な
い
安
全
な

小
ね
ぎ
に
仕
上
げ
ま
す
。

　
前
田
清
浩
社
長
の
取
り
組
み

は
、
こ
こ
で
終
わ
ら
な
い
の
が

す
ご
い
と
こ
ろ
。
切
る
手
間
の

い
ら
な
い
カ
ッ
ト
ね
ぎ
や
、
手

軽
に
使
え
て
長
期
保
存
で
き
る

乾
燥
ね
ぎ
、
ね
ぎ
の
香
り
豊
か

な
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
ス
ー
プ
、

さ
ら
に
は
県
産
の
大
豆
に
ね
ぎ

味
噌
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
た
菓

子
な
ど
、多
彩
な
商
品
を
開
発
・

販
売
さ
れ
て
お
り
、
溢
れ
る
ア

イ
デ
ア
に
は
脱
帽
す
る
ば
か
り

で
す
。
独
自
の
加
工
技
術
で
付

加
価
値
を
高
め
、
栽
培
×
加
工

×
流
通
・
販
売
の
６
次
産
業
化

を
推
進
し
、『
ね
ぎ
名
人
前
田

さ
ん
の
伊
万
里
香
ね
ぎ
シ
リ
ー

ズ
』
と
し
て
全
国
に
届
け
ら
れ

て
お
り
、
農
業
の
活
性
化
策
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
さ
が
農
業
逸
品

づ
く
り
名
人
の
受
賞
や
、
Ａ
Ｎ

Ａ
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
機
内
食

へ
の
採
用
を
は
じ
め
、
功
績
は

数
知
れ
ず
。
今
年
１
月
に
は
、

意
欲
的
な
技
術
・
経
営
の
改
善

へ
の
取
り
組
み
や
、
地
域
農
業

振
興
へ
の
貢
献
が
評
価
さ
れ
、

佐
賀
農
業
賞
『
先
進
的
農
業
経

営
の
部
』
で
の
最
優
秀
賞
と
併

せ
、
特
別
賞
で
あ
る
『
農
林
水

産
大
臣
賞
』
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
ま
さ
に
佐
賀
県
を
代
表
す

る
先
進
的
、
模
範
的
な
農
業
経

営
者
で
す
。

　
伊
万
里
の
地
に
素
晴
ら
し
い

『
ね
ぎ
名
人
』あ
り
。
さ
ら
な
る
小

ね
ぎ
の
広
が
り
を
期
待
し
ま
す
。

市長雑感

伊万里市長

塚部 芳和

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
２
月
１
日
〜
28
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼

絵
　
本
　
84
冊

　
古
伊
万
里
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

　
伊
万
里
港
寄
港
記
念
船
内
見
学

会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
４
月
29
日
（
日
）

　
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
15
分
（
予
定
）

●

場
　
所
　
久
原
南
公
共
ふ
頭
３

号
岸
壁
（
山
代
町
）

●

定
　
員
　
50
人
（
１
組
２
人
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
、
当
選
者
に
入
場
券
を
送
付

●

参
加
料
　
無
　
料

●

応
募
方
法
　
往
復
は
が
き
に
２

人
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
車
で
来
場
の
場
合
は

車
両
番
号
を
記
入
の
う
え
郵
送

●

募
集
期
限
　
４
月
16
日
（
月
）

●

応
募
・
問
合
先

　
〒
８
４
８
‐
０
０
４
１
　
新
天

町
５
５
４
番
地
５
　
伊
万
里
市

東
駅
ビ
ル

　
観
光
課
観
光
戦
略
室

（
　 

☎
⑳
９
０
３
１
）

豪
華
客
船
『
に
っ
ぽ
ん
丸
』

を
見
学
し
ま
せ
ん
か

　
３
月
15
日
、
二
里
町
在
住
で
元
小

中
学
校
教
諭
の
野
口
榮
一
さ
ん
が
、

市
に
油
絵
『
待た

い

春
し
ゅ
ん

』
を
寄
贈
し
、

塚
部
芳
和
市
長
が
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。
こ
の
絵
は
、
４
月
１
日
開

館
の
波
多
津
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
野
口
さ
ん
は
、
昭
和
22
年
、
波
多

津
村
立
実
業
青
年
学
校
で
初
め
て

教
鞭べ

ん

を
執
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
新

教
頭
と
し
て
波
多
津
中
学
校
、
新
校

長
と
し
て
波
多
津
小
学
校
に
赴
任
す

る
な
ど
、
波
多
津
町
は
野
口
さ
ん
に

と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
町
。

野
口
榮
一
さ
ん
が
油
絵
を
寄
贈

今
回
、
そ
の
大
切
な
町
に
対
す
る
お

礼
と
し
て
、
得
意
と
す
る
絵
画
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
月
15
日
、
武
雄
市
の
川
口
喜
三

郎
さ
ん
（
株
式
会
社
サ
ク
セ
ス
社

長
）
が
、
甲
子
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

推
進
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、
市

に
１
０
０
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
こ
れ
ま
で
に
、
家う

ち

読ど
く

の

推
進
や
貧
困
家
庭
児
童
の
支
援
な

ど
の
た
め
に
寄
付
を
さ
れ
て
お
り
、

今
回
が
７
回
目
と
な
り
ま
す
。

　
塚
部
芳
和
市
長
が
お
礼
を
述
べ
、

こ
れ
ま
で
の
寄
付
の
使
途
な
ど
に

つ
い
て
話
す
と
、
川
口
さ
ん
は
「
自

治
体
に
有
効
活
用
し
て
も
ら
う
こ

川
口
喜
三
郎
さ
ん
が

甲
子
園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
の
た
め
に
寄
付 ↑プロジェクタの画像で塚部市長に

絵画を紹介した野口さん（右）
↑塚部市長に寄付目録を贈呈する川

口さん（左）

と
が
自
分
の
生
き
が
い
で
す
」
と

答
え
ま
し
た
。
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